
平成21年度 高知商業高等学校経営ビジョン 自己評価書 

学校名  高知市立高知商業高等学校 

※ 評価は，Ｓ…大変優れている，Ａ…優れている，Ｂ…概ね満足，Ｃ…要改善の４段階で記入する。 

大項目 中項目 小項目（評価指標・具体的な取り組み） 達成状況・改善方策 評価 

①授業規律の徹底 教員のベル着、私語、居眠り、礼・挨拶に対す

る指導を粘り強く継続する。 
Ｂ 

②清掃の徹底 廊下、階段等全体の取組みレベルの一層の向上 Ｂ 

③服装指導の徹底 継続的・連続的・日常的指導の強化 Ｂ 

基礎基本の徹

底(ビジネス

マナー教育の

徹底) 
④挨拶・適切な言葉遣い指導の徹底 日常的な挨拶・言葉遣いの指導を継続する。 Ｂ 

①検定一級・高資格取得者を増やす指導 

検定1級3種目取得 30名以上 
取組みの成果が出つつある。継続した指導の必

要性。 
Ｂ 

②高いレベルの進路を実現する指導 

 国公立大学合格 10名以上 

進路決定100% 

国公立大学合格12名＋1の達成 

進路決定100%実現は継続中。 Ｂ 

③各行事の質的向上をめざす指導 文化祭を一層発展させる。 Ｂ 

④全国的レベルの部活動、生徒会活動の

実現 部活動加入100% 全国大会10種目 
1年部活動100%。全国大会11種目。達成 

ストフェス、はりまや箸の成功。 
Ｂ 

伸ばす指導 

⑤特色ある教育活動 学科・コースごとの特色があった。 Ｂ 
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コミュニケー

ション能力の

育成 

上記の活動によるコミュニケーション

能力（傾聴能力・伝達発表能力・課題解

決能力等）の育成 

市商祭や体験入学などにおいて発表能力や課

題解決能力の向上がみられるが、就職進学面接

において課題のある生徒もいる。 

Ｂ 

①文書管理システムを構築する(文書チ

ェックシステムの構築) 
各種文書の質的向上が図られた。継続した取組

みが必要。 
Ａ 

②校内ＬＡＮの積極的活用 

(1)情報の共有化の促進を図る(始業前

の伝達メモの確認) 

(2)会議の効率化を図る(webの活用) 

(1)閲覧カウントの大幅な向上。 

(2)web 掲示板及び「共通」サーバーの有効的

且つ積極的な活用が会議の短縮・効率化に繋

がっている。 

Ａ 情報管理 

③広報活動の積極的な展開(各ﾊﾟンフレ

ット・HP・体験入学・ビデオ等の充実) 

保護者・生徒・中学生に伝わる継続した積極的

意識的な広報活動の展開が必要。 
Ｂ 

①研究授業の一層の充実(グループ研究

及び事前検討会の導入) 

教科が責任を持つ事前検討会の一層の充実を

図る。日程の集中と当日参観者数の減。 
Ｂ 

②市教委と連携した学校課題に応じた

研修の充実(研修委員会の設置) 

研修委員会のさらなる活躍が期待される。 
Ｂ 

③実績をあげる指導の充実 数値目標に対して成果が現れている。 Ｂ 

④若者の起用と育成 若プロのさらなる活躍が期待される。 Ｂ 

人材開発 

⑤中堅教員のリーダーシップの育成 ミドルリーダー研修が実施された。 Ｂ 

①ＰＤＣＡサイクルシステムの一層の

推進 

理解が進み PDCAサイクルが定着しつつある。

CA機能をもっと強化する必要がある。 
Ｂ 

②5w2hを明確にした提案型会議・文書様

式の策定と推進(提案シートの活用) 

文書様式の統一化が促進され、提案事項も整理

されつつある。継続した取組みが必要。 
Ｂ 

③運営委員会の定例化と充実 サポートシートの活用と定例化が定着 Ａ 

④学校再編計画の推進 現在順調に進行している。 Ｂ 

改善力のある

組織体制 

⑤総合的キャリアプランの策定 現在進行中。 Ｂ 

①計画的かつ主体的な組織運営 学科コース会報告の励行 Ｂ 
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各部署の組織

運営・活動 ②明確な役割分担と責任体制 年度当初の計画の充実 Ｂ 

総合

計画 

特色ある魅力ある学校として中学生に選ばれる持続的発

展可能な学校を目指す(指標：県下一の入学志願者数) 

体験入学参加者増加とその成功 

 
Ｂ 

 

経営のまとめ 

（成果と課題） 

1.成果 

(1) 学校組織全体としては、重点教育計画に基づいてPDCAサイクルで運営されている。 
(2) 部活動加入100%全国大会出場10種目国公立10名の数値目標が達成された。 
(3) 各行事の質的向上もみられ、各学科コースの特色ある教育活動も前進している。 
(4) 学校組織運営についても、情報管理や各種会議運営も整理されつつある。 
2.課題 

(1) ビジネスマナー教育の徹底については、引き続き粘り強い指導を行なう必要がある。 
(2) 国公立大学指導をはじめ、学力向上等進路指導をますます強化する必要がある。 
(3) 市商祭については、若干その運営の見直しを図る必要がある。 
(4) 10年後を見据えた学校再編計画を立てる必要がある。 
(5) 県下一の入学志願者実現のため、組織的な活動を引き続き行う。 

  

様式１ 


